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研究成果の概要： 

本研究は，著しく点字の識字率が低い後天性視覚障害者のための点字学習支援かつ生活支援を可

能とする，ウェアラブルな小型指装着型点字読み取りセンサシステムの開発を行うものである．本

研究では，センサ受感材として高分子圧電フィルム（PVDF フィルム）を用いた指装着型センサを

製作し，点字上を擦ることによって得られる一つのセンサ出力信号を用い，点字の読み取りを行う

システムの開発を行った．特に本課題では，センサシステムの小型化を行いウェアラブルな使用が

可能となるような小型センサシステムの構築を行った．具体的には指装着型点字読み取りセンサの

開発およびウェアラブルな装置としての信号処理・識別法の確立を行い，視覚障害者による適用実

験を行った．この実験により，識別機能が良好に機能していることを確認すると同時に，これまで

妥当であると考えていた指装着型センサの構造の問題点を明らかにした．この結果を受け，操作性

を考慮した小型センサ形状に改良を行い，ウェアラブルな指装着型点字読み取りセンサシステムを

完成させ，視覚障害者でも「あ行」から「わ行」までの全 46文字については良好に読み取れる

ことを確認した．さらに濁音や半濁音，拗音等などの特殊文字の識別方法についても検討を行

い，識別システムの拡張を行った． 

 

 

交付額 
                                （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

2006 年度 5,800,000 1,740,000 7,540,000 

2007 年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

2008 年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

総 計 21,700,000 6,510,000 28,210,000 

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学 

キーワード：点字読み取りセンサ，視覚障害者，ウェアラブルシステム，PVDF フィルム，識別

システム，触覚センサ，操作性，特殊文字 

 

 

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2005～2008 

課題番号：17200037 

研究課題名（和文） ウェアラブルな点字読み取りセンサシステムの開発 

  

研究課題名（英文） Development of Wearable Braille Reading Sensor System 

  

研究代表者 

長南 征二（CHONAN SEIJI） 

秋田県立大学・システム科学技術学部・特任教授 

研究者番号：20005424 

 



 

１．研究開始当初の背景 

視覚や聴覚の障害に比べ，触覚の障害はその

機能が体全体で失われる事がほとんど無い．こ

のため触覚による感覚代行が可能となり，点字

は視覚障害者にとって最も重要かつ有効なコ

ミュニケーション手段である．視覚障害におい

ても先天性と後天性があり，特に後天性視覚障

害の一つである糖尿病による網膜症の患者は，

視覚障害者全体の5分の1にあたり，年間3,000

人にも及ぶ．また糖尿病では感覚麻痺も伴い，

触覚的情報や日常生活動作にも影響を及ぼす

ものもある． 

以上の事から，先天的な視覚障害者にとって

も点字学習が困難であるのに比し，後天的な視

覚障害者が点字を学ぶ事はさらに困難であり，

著しく識字率が低いことが報告されている．ま

た点字を覚えられない事からの精神的な落ち

こみも多く生じている． 

これまでに光センシング方式による点字文

書読み取り装置であるブレイルスキャナーが

開発されているが，これは点字文書が読み取れ

るものの，視覚障害者の点字学習支援機能およ

び視覚障害者本人の学習達成感を満たすもの

ではなく，生活支援機器としての使用も不可能

である． 

また，これまで国内外で数多くの触覚センサ

が開発されているが，力や圧力等の物理量計測

用のものが大部分である．申請者らは，機能性

材料の一つであるポリフッ化ビニリデン

（PVDF）フィルムの出力電位が皮膚感覚受容器

の一つであるパチニ小体の応答に類似してい

る事に着目し，ヒトの指の代替となる触覚セン

サの開発に取り組んでいる． 

近年その一応用として点字読み取り用セン

サの開発を始めたが，申請者ら以外，国内外に

おいて未だこのような試みはなく，これまで得

られた成果により国内特許および国際特許の

申請を行っている．本研究で開発する点字読み

取りセンサシステムは，ヒトの指に装着可能な

ウェアラブルな使用を可能とする小型センサ

システムを目指しており，後天性視覚障害者の

点字学習支援の実現だけではなく，あらゆる場

所での使用を可能とし，生活支援機器としての

機能を果たすことが期待される． 

 

２．研究の目的 

本研究は，著しく点字の識字率が低い後天性

視覚障害者の点字学習支援かつ生活支援を可

能とするウェアラブルな小型指装着型点字読

み取りセンサシステムの開発を行うものであ

る． 

具体的には，センサ受感材として高分子圧

電フィルムを用いた指装着型センサを製作し,

点字上を擦ることによって得られるセンサ出

力信号を用い，点字の読み取りを行うシステ

ムを開発する．特に本研究課題では，センサ

システムの小型化を行い，ウェアラブルな使

用が可能となるような小型センサシステムを

構築するものである．具体的には指装着型点

字読み取りセンサの開発および信号処理・識

別法の確立，視覚障害者による適用実験を行

い，その結果を受けた試作・改良を行い，同

時に小型化にも取り組みウェアラブルな指装

着型点字読み取りセンサシステムを完成させ

る． 

 

３．研究の方法 

これまでに製作した連続文字読み取り可

能なセンサを参考にし，指装着型点字読み取

り用のセンサの開発および信号処理法・識別

法を確立し指装着型センサシステムを完成

させる．具体的に行ったことを要約すると以

下の 6項目となり，1の部分を基礎として，2

から5までを繰り返し行いセンサシステムを

構築した． 

1. センサの製作 

2. 指指装着部を考慮したセンサの製作およ

び性能評価実験 

3. 指装着型センサシステムの試作・改良・製

作 

4. 視覚障害者による実験 

5. 操作性の向上および高識別率なシステム

の実現のための改良 

6. ウェアラブルな点字読み取りセンサシス

テムの完成および特殊文字識別の拡張 

 

４．研究成果 

高分子圧電フィルム（PVDF）をセンサ材料

とするセンサを製作，さらにセンサシステム

の小型化を行いウェアラブルな使用が可能と

なるような小型センサシステムの構築を行っ

た．具体的には指装着型点字読み取りセンサ

の開発およびウェアラブルな装置としての信

号処理・識別法の確立を行い，視覚障害者に

よる適用実験を行った．この実験より，識別

機能が良好に機能していることを確認すると

同時に，これまで妥当であると考えていた指

装着型センサの構造の問題点を明らかにした．



この結果を受け，操作性を考慮した小型セン

サ形状に試作・改良を行い，ウェアラブルな

指装着型点字読み取りセンサシステムを完成

させ，視覚障害者でもあ行からわ行までの全

46 文字については良好に読み取れることを

確認した．さらに濁音や半濁音，拗音等など

の特殊文字の識別方法についても検討を行

い，識別システムの拡張を行った． 
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